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などを目的として、デジタル空中写真が 1 万分の１縮尺で 1 セル 20cm 程度の極めて高い
分解能を持つことに着目し、GIS(地理情報システム)利用のためのソフトを用いて、通常は
衛星データから読み込む RGB（赤・緑・青）の 3 つの波長帯の DN（デジタルナンバー）
値を、空中写真データからも RGB の各波長帯の DN 値に変換できることに着目したことに
始まる。 


















































 第 3 章では、地表面解析を多様なコンポジット手法で実施した事例として、2012 年北部
九州豪雨災害地の阿蘇市を対象として報告した。ここでは、人工衛星 THEOS データ、
THEOS データと空中写真のコンポジット、THEOS データと DEM（傾斜）データのコン



















た。この研究では、幾何補正したデジタル空中写真 RGB（分解能 20cm）と ASTER VNIR
データ（近赤外域分解能 15m）の、同年だが季節の異なる反射率データのコンポジットを
実施し、竹林が段丘と低地の境界付近に卓越して分布することなどを明らかにした。 
第７章では、熊本県白川沿岸でも同様手法で、1975 年の空中写真 RGB と LANDSAT 
MSS(地上分解能 83ｍ)をコンポジットしたデータと、同一範囲を 2007 年空中写真 RGB と




 第 8 章では、土地被覆経年変化を都市化の進展状況の解析を行う目的で、福岡空港とそ
の隣接地を調査地点とし、25 年を隔てた 2 時期の土地被覆分類図の作成を行った。この際
多少撮影年次がずれてもデータの取得季節を合わせることを優先した。2 組の年次を多少異
にする LANDSAT と ALOS データに空中写真データをコンポジットしてはいるが、結果と























グ化して、セルサイズを 1m×1m から 100m×100m に拡大して既存の土地利用メッシュ
マップと比較し、土地利用図としての利用可能性を検討した。 













































 また本論文に直接関連するテーマは、2009（平成 21）年 10 月以降発表しており、特に
GISにより空中写真と衛星データのコンポジット画像を用いた研究論文は、2011（平成 23）
年 8 月以降発表している。論文の多くは福岡教育大学黒木貴一教授らとの共著であるが、
査読付き論文 14 編、査読無し論文 20 編を発表している。なお、コンポジット画像を用い
た研究では黒田氏が画像解析の中心的な役割を果してきた。 
 また黒田氏は、2007（平成 19）年 3 月山形大学大学院工学研究科地球共生圏科学専攻後
期博士課程退学後、同年 9 月以降、西南学院大学において非常勤講師、2010 年 4 月以降は
久留米大学非常勤講師などで、自然地理学等の講義を担当してきており、本学位請求論文






平成 30 年(2018 年)7 月 16 日(月曜日)午後 4 時 40 分から午後 7 時 10 分まで久留米大学
御井本館第 4 会議室において開催された口頭試問および審査委員会により、黒田圭介氏の
論文が博士(学術)の学位に値する研究であることを審査委員会は全員一致により確認した。 
